








研究目的

 パーソナル・コンピュータやインターネットの急速な発展は、保健・医療・福祉に関す

る分野においても、新たな情報提供のあり方を提起している。 「厚生省心身障害研究」

では、広範囲にわたる有用な情報が毎年報告され、集積されてきているが、これまで、研

究者や保健婦等現場で実践に携わる者、地方の行政担当者に十分活用されてきたとはいえ

ない。心身障害研究報告書をデータベース化すれば、もっと有効に活用されるようになる

ことはいうまでもない。

 そこで、前述のリサーチ・クエスチョンにもとづき、 「厚生省心身障害研究報告書」の

データベース化をすすめるための条件、方法について検討を行うとともに、インターネッ

ト上で母子保健にかかわる情報が、どのような内容で提供されているかを検討した。


